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暗黯 代の ドイツ 



一九一 九 年 六月 廿 八日、 ヴェルサイユ 

戰勝 固よ u 譁 せられた る耋 壓に团 stt 
唯 屈從 あるの み ■'••••• 



日く 領土^ <«、 《« の m 、 保譯占 




希 2 も 胺 もない る!! 






世界^ あ tjT 助 a 時代に 入つ た， この 勘 ft の藏を 街い 
て 新 秩序を 建設 せん ミす る もの 東に 日本 あ!)、 内に ドイ 
ツが ある。 

わが 大日 本帝國 は、 万邦 無比の 補 神に 則 0、 八紘 
づ の H £ によつ て， 正しい 新世界を 構成せ んビ する も 
ので ある。 この 根本 方針は ドイツの 指導 補 神 2 は 何らの 
相鬮酬 i 持^ない ので ^ \ 

然しながら 政 イツが 響^ 夫戰に 咳れ^ にゲ エル サ 
ィ ') 、 產舢 し い まま 



暗黒時代の ドイツ 

- 九一九 年 六月 廿 八日、 ウエル サイ ユ 
悌 

戰勝 固よ リ譯 せられた る 重 應に固 民は 
唯屈從 あるの み.'- ••• 

日く 領土の 割 » •軍艤 の* 1 腿、 保 峰 占 
領 、條約 破棄、 剰*、一" m マークの 



希望 も! K 安 もない 暗 黑の時 fW る” 






勃興 ドイツ 展覽會 趣意書 

世界 は あげて 勒亂 II J •代に 人つ た， この 勒亂の 蹴を 梅い 
て 新 秩序を 建設 せん t •する もの 谢 に 日本 あ (； 、 叫に I-M 
ツが ある。 

わが 大日 本 帝 w は、 万邦 無比の^ i 坫砷に 則 〇、 八紘 
一宇の 國足 によつ て、 正しい 新世界を 播成 せん ビ する も 
ので ある 。この 根本 方針は ドイツの 指獅 神^:- は 何らの 
相關關 係は 持たな！ ■、ので 

然しながら ^ ドイツが:/ ー次娜 に 敗れ 外に，’/* ルサ 
ィュ 蒙り、!^ 產: 免, 如 ょ しぃ まま 
にされ、 國灰織 の寸 liijl で 押しつ れた 時に 的 然ビ 
い: ここに 企 7 ラ— 總統州 現して、 彫. it 
不死鳥 《7?如く>+#をして 起ち 上らし めた、 その 
事實 uu /わわ^ に 何を であらう 6 嘈 ロち》 匕ツト 
ラ一 總統の 崔爽た る 姿)!^ air る* ニ- 1 年 叫 ひ ド イゾ卞 
生 興 降の 跡を 把べば， わ' 竹 こに 名 〈の 作き 附づふ 
威 得する ので ある 〇 ノ . 

わオ 遇は ドイツを 篱^^ こ崇拜 sefer る もので は斷じ 
てない* しかも 敢て茲 I と 「勃* ドイツ 大展迓 分」 を、 |1!1 
催した 所以の ものは、 S 3 「知 逋を 世界に 求め 大いに >；! 
基を 振起すべし」 の大御 ■6^? 本 戴して、 ドイツの 効 興の 
遇 程を 各位 d に 具に 研究して、 他山の石 str ん s す 
る 趣旨に 他なら ぬので ある。 

* 銀ゎ れ垂 ける 鼷ぁ り^ ji の 

榮 ©る 辟に あへ らく 莶へぱ 

展费 分を-- •资 して、 aitri * の®. 免琳 人の 雄 滞なる ゼ魄 
を 想 ひ べるのは* われ， sw の 民で あらね はなら な 丨. 、 
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竈 tt れた ドイツの _± 



なしに ドイツと +- 
スト y - よ omih たる ■土 



^ ■ドイツ 驪ょ 蛛耻る •士 
02 1 ドイツに® した® 土 
■■十五 年 明 

よっ TS める 地 《 

■I wwm ： よって 決めら 此 

m 



B 





ヒツ卜 ラー 起つ/ 

ドイツ 闽絮を 崩沏 こ； く ユダヤ 民族の 
マルクス 卞義 的 陰 2 X は 功を 奏し、 民主 
- 中 義の繳 は ドイツ 阈 家 4 ■触み、 ドイツ 
は 亡の®® [にあつ fc 。 

この 僧む ベ 3 K 1 W の 敵 K +: 主義に 對抗 
し、 敢然 S 賊ふ ベく 起つ た变阈 者 • ••-... 

伍長 アドルフ • t ツ トラ一/ 











= 十 立、 mu と— の義 <t 日々 ss i )* 2»- 6 tilm u e ^ w k: s ff f o 、.；：9^ IK . 
に 文ビ， こ に ら h r : •か 881の & に 6 つべ％を1|垄に1158^しめた 




■ g した 泡* らに Kft の _ を 亂打 する 。動 •六 人 
の 11 Q を 秘 て® 0 たヒ ブト，- の 行く手 ♦れ M らの 
H つた 〇 «?； も！^ る矚? も 
以不死 身の ig * を W けた 。彼の 薄^ろ®！ の _« 
供 iff に 職の 棚を 一 181 メ: 等しい といん > 
細を fl く 貯^* 讲を w こする 嘎 に苕 ♦は デ- 
ナの r プ アウ スト」 中の一 る， 日く 「矢 w 
に g ? g あ 幻き j かぐ < w •しい 麗切; 近づ I 、 た。 



匕ツ トラ一起つ 

新しき ろ 私 位^ぷ 民 取冲 か以泌 
す備妨 掃 る 〇 ク •エル サィ- 艰巧德士 
葫な ろべき ゲル マゾの 子 ド イプ 民族を 賺 こ sas ^ どん 
RI こっき 薄？ ん とした。 外 こ獅81^ 棚 < b り、 神 こ 
ュダャ の 这袖す ろ IftTi の) ••イツの 中から、， め ギ リシ 
ヤ蝴 こ 於け る 死灰の 中より 液 江つ た 較 プ エニ’ ク 
スに U 3 て ••… ヒツ トラ _ tie ^ た/ 



ナチ ス の * a a i の s® 

に 於 s^>c®* 1i J*^ nl L T l» o f: s 



醋の ドイツ 

今^ ヒツ トラー^ •する ナチ スは 
扯尤、 ド ィッ贼 lit 丁って 一丸 ミ 
なり 民族 協丨 5 】 圃の大 理想の も 芒に ドイ 
ツ? W に 血 ミ 汗の 活動を 續け 今次 大戰 
の 輝し き 勝利への 铱闕 增備を 完了した 
今 その W 鎌 カ戰の 鎌を 
1 軍事 •政治 诹 
2 思想 •文化 戰 
3 粹蜱 •產^ 

に 分類し、 その 遇 程と-結 S を 展開して 
ゆか 3 





酿の ドイツ 

今や ヒツ トラ-を^ する ナチ スは 
* I •.つた、 ドイツ 民族は 打つ て一 丸ビ 
なり 民族 協 | r 】5 S の 人 理想の も \£ にドイ 
ツ に 血 \£ 汗の 沾 •動を 姑け 今次 大戰 
の 輝し S 勝利への 诹 猫を 完了した 
今 その M 家 絶 カ戰の 全貌を 
1 米來 •政治 戰 
2 私 想 •文化 戰 
3 約: 濟 •產 笨戰 

に 分 « し、 その 過程 S 結 W を 展開して 
伽* う 









ドイツ 瞧 軍の!^ 



レ酽 , VM, 的、 UJI l_IW 

嫌 獅ダ •.級 硫^ こ 无如乂、 
イユ平 孩»> こ® 〇 て smu 十万に 



ヒット，- の fl 玲一 
下、 酿 を 麻 こ ト た 

こ州よ£31 ， じて その^と 消 〇 を 
じ らしめ る ル 悉く 

こ期め s ^を»^ e ^^« l ^に±&他の 
•ゲェ A サ 
F 5 に* ぜら h 
タンタ、 飛行 两» の® JSRlhUOiaaWS の 
» を 余 ■なくせら h 又 海 沿岸の ran を 
» すに も 足らざる ま で* ら れ 乍ら、 ナチ 
ス « WM 0 S « Pi こ B し 鬵^ ての 公 W こ從 
ひ べき H 々 MU :。 

B るに 卿 i こ h に 一® f ご t » へす 骑 々その 
ea ^ 湖！ を齡 した 〇 
ここに 於て ヒ ，トラ一は •一九? 35 年 所 JB 
r wraJMi 〇«? S ゲ ■* ル サイ ユ® 

wfrKL 

ftjf ' t ろ や る ® e した。 



ニ: U レン^^の 



重大 



取* /L 月 ニュ ルン ベルクに お いて ナチ ス JtA ： 

• f ) ■如る、 動 Wf ( t 继) 霣 •_• 
• •ト U . 勸勞藺 HS 择の SfflBftr らの數 万 
の 代 »« である、 曾 臞 aiar : る デ ログ ラム 
に 炉1日«^1>1 る、 その 次ぎの K^fr 
までに 民族を あ t f て iM すべき 大ス ロ-ガン 
を 全 K を oiriMPrf る、 この 大» こ 
U 、 てヒツ トラ-以下の 巨!®® こ WL く 面 g 
する ことは、 各 代表? f の 大きな 篇ひ •であり 彼 
•1 その®! を娜 土の 人々 に 解へ、 ここに 黨 
と との^ こ 和やかな il ^9 Wl&o 
c の 大會を 和] 用して 大規 10^ ス ボー， や 
U 此ら蝴 鄉的现 t て、 
民の_«3«^^^、 餅^こは ドィ ッ 
g るべ し i の B を？!^ る 0 

〇ヒ ブト ラ一およ ひ TiJggcDaKU 
£ 目 3 れ、 rai ^ mMwrr る 
に 大きな 力を 待つ てゐ ろ、 な li & 代 3 RS が K . 
D . F を 利用して ニ ユル ン ベルクに ■まるこ 
とも 忘れて はならない 〇 



大^日の ヒ 




轉. 





■々たる ドイツの Wist たらした もの 



ドイツ 5 



だ办 £ この ドイグ 5 W こと 〇 



て li ^ KU •♦たる 研究 W * の 時代で あ 



り® Cr ことな 5 ドイツ 飛行 雨？^ 力は 



ruB^RJ と 
た CIKr 生ん f ご 0 



とい. 



(1) 「ェ巇 分齩」 ダイ ムヲ一» ボ ，シ 



ユ* ドルニエ一などに UffiEDgi^T 



ら h た これらの ft « X 勘:?？ R 5 ii た fi 



合找へ T | CT 3 ai 全 ± に 分 R 5 h て 



分 JWKfKt それを « X © こ渠め ここ 
又 1 ««> CC 3 TC らナ I る 〇 © こ &55 IBU 



I づれ も® S «5 を® 立して 死»ェ の B 



成こ^ い。 



(2) 哪娜 J ドイ 



給 的 ttWtt ‘ら撕 出来る だ 



け 少 くせんと する » こ、 SX ® の KS ^ 



故 i 殆んど 等し < 5 TS の®^ る iW?W 



を 全く 同じ 規 rasn ：_ こ KS し渭 る。 
この 胃の も とに WB ? 

tif ^ WafiSX 睇 -- も 及 !3 T 5 h てゐ 
る 〇 かくて 制め 符 科と B 3 Kin 货大の 
« をな さんと する ド イク W ^ OI^SB 



は fl ♦と TO ? れつつ ある。 



ミぬ i 






^ZZrI\ 



軍を 永娜こ BttW ん とした 〇 » こ IS 



h * i 3 I 3 aH ® l«^L t ：〇 



ゐる 〇 的： DftiSKruTfas 、 炫を 





この をい よい よ®*: しべ 八 y ンの 
ffl きその ( SB の 大部 5) を农 SLI 3 る大防 
抓って居る〇 

於て すら K ® こ, しかくの flK 
没 _ をして ゐる 。然るに 日本の 木造 ae » j ： 
ど うだらう か。* さん g » r ろ？ へ ゾッ と& 
しは し i せんか 〇 六^)© n に g し 

たら •その 陌»、て555»» 
に大 w こなる だら うが、 その こ®， 
0 すべき C 4 である a ， 



_©*结^± 嫂け た ドイグ* 坂 isiCTi 



儀の! 糊 抑 WKr 0 たので ある 〇 



ヒプ トラー »«0 立の 一九 三 ョ 申 ドイツ UR 



に 六 七 075 の 失 乗 汚 屏を鼸 ^ た* 併し _1 



财 ww ^ r 行 ひこの^ is を 柳し ssaa ^ 



の* as * こ 全力 班ぎ 亂き 成！ R を 翁 f た。 こ 





た 〇 HI 

へ Bi— fiUW 



は一 さ 1 
~^奇_^ こ 4 



こに- 



ドイツ 外交の _J 

今究 AJ 的狄 ド ィパ 4 S 撕籣 《服 す 
: に ドイグの* 外交の^に ありと^! h 
てゐ る。 ドイツの 外交 (ム ここ!* 

» HIW とい ふ 4¢ 

W うな ことを 一 
ので*^ た! > ビス，-, の 外 

又 こ Wc 外なら なかつ た 〇 « るに ヒ y ト，- 
? 似 いこと を 棚 3 せる 一 

〇 Cfi 5tth»V ^：〇 JB^m 

交の war ある。 •ノ _ i «35 に 入れ、 イタ y 
_ と 交りを a し 軍 tob を^だ、 い 
づ れも 卿) * m •ある 0 



ド ィッ晡 の _ 

r 新^^ に 見ら れ ては 
解 w 期 it なぃ 〇 こっ 

いても 同じ ことが 云へ る 〇 JTFiflR 、 火 » 
« w » i 必 やし も ドイツ® mrm な t が、 
これを W »^ W るまで 完全 

3 RWL 聊柯佛 こ w © 
故© あつ/: こと 丨 JtJSf 

べきで ある o 



防 和 nrv * る 0 1 





あの*^ 4 るヒグ トラ一の りを 見る と 
fc ? め 的! こ、 » 々として る i 知 
<111^细 き Mtr あるが、 瞥08^ ■はん 
とする 主 B 目に すす て 天 W^S 
たらしめ る 任 重 » な 身振りを i つて ?暘 こ 
れ 靨 その のの 如く BR ^ l する 〇 その MU 
齣 这く鼸 了され て tlJUW ある。 



ドイツ 民族 協同 贈 

55 逸民 族 協同 U 92 は ナチ ス的 世界 觀を架 
持す る WW 剛 姑なる ゲルマンの 血族を 打 
つて 一丸 S なした る もので あつて、 その 
目指す S ころは、# T 建 益せ ん \£ する ヨ 
一口 ツバ 共 榮圈の 中, こ遗 力を 結成 せんと- 
す るに ある。 

從つ てこの 押 想に 燃える 獨 逸の 政治、 箏 
事、 經濟 、產 *、 交 化 等の 全面に J3: る 指 
導 》?、 理 は此處 よ •!; 出® する。 

されば、 この 賤阐碰 立 ぜんか’ 爲にナ 
チス的 世界 觀 ビ _的 なる W 除 主 JI 的 世 
界典を 有する ユダヤ 民族を ヨー ロ ツバよ 
り W 逐する 前提 條件ビ する。 





挪と いふ 字句 となく W こ 棚 3れ ると 
ころから、 ffiS にこの I 0 SR 3 PWI を ロシヤ 
のゲ •ぺ •ウの ffl > もので 4> ると S 8 して ゐ 
る あるが* これは IU 界 HiM •こ fc 聚 f ご 
な t 備哪««1 合腳こ 5 く链 な! 明 
猫* 犯* 麵 m > って、 多くの 示 K 
を^で ゐ る。 ナチ ス班 8 Wffj の 
犯ん &观 ft る 1 で 糠* しな ft つ $〇 i たな 
し 13な》 つた 〇 C ； るに ヒプ卜 ラー 治 不丨こ 於て 
^贓 の？* とに 全く 新 
し t 戌 の 方^を 用 ひる ことにな つた 〇 犯行を 
しょうと ぴ 冲で^ てゐる の、 犯行を^ 
はしな (•せ 沿ず •綱す る 人 •••••■〇] 从粧的 犯 
人 u バタ テ y ヤの 如く その r ®? をした 犯 
人」 より も •十倍 多い 。この 「潜 ® ^JBAJ 
を jiBiaiW »^こ _ •ら »k 
る 〇 こ > I を ゲシュ タボ ら ■しようと 云 ふので あ 
る。！ RA のう 祕 も 脳は 的な も 叫 ょ 、的 陳^ もので あ 
るが、 これに U 又 | QSt ^ WKCi » W て ある 〇 

とする 犯* 一，^^ *〇、 ニ、 

齡 jtttnax 、 三、 f » a •四* 班围％ •仰を* 

ん とする もの、 五， 圾 «4 tSWW 、 151 て 
删し Kite を 射！ »こ 没かん とする もの* 六 •糊^® 私 5 
等で あわ、 これの 财 を迎 抝明! を 所: ないで 巧^な 簡 
と 科 1 W ^ B 合の 方^ n 丨り 「潜 92^5 人 J として® 18 し* そ 
して [ E しい す J 6& •ら© ひの 手を さしのべる ので あ 
る。 そジ成 的 手とは どんな も时 .と t 叫 f 「»™ 犯人」 
を こ 1 T ? KU 、 新しい 人 か 照！ 激^る 教 
胄と期 W とを 與^る ので* fc る。 

99» 供!！ »撕け地033^5〇，挪 な もので U ない。 こ 
こに 人^ら れた_ 册 人は 一足の 規 ©こ よ つて _ こ從 母 
し 10^姓 む 使 助 こ たづ 5 はり 自 をつ づ^、 潘こ R 
ft ® こ U こと 秋 送る 〇 私 どない と 

いム 8 W らい、 方法で ある 〇 

を ほどこし TB 1 じく 极 JU て 断す る。 晰 KfiAifiit 抑 
に？ StToBW こ 糾明 雅 的奶 する 〇 そし 期 »、 名 
B 狐阳湖 • ®» l >“ ••钱 々と 奴飞听 く c «*« 富 
れた接 (1 JSS なる ドイグ _ E として Wh て iim ^ i ら 
ナ I るので ある 孩み CBWWS の eot ^ a るに ナチ^ « 
W 3 WJW (—九 三 ニ 年)® 七 〇 鯊に 酌して 本初 掷 ( 一九 
三 三年 一 九 三 七 年) U » こ 一 0?¢ とい * UftP を 示して ゐ る。 



ドイツの 

國 家！ K 密 警察 

い i は する » こ、 ド 





丨 _纪《5^ しめない 
:» 少年 U やや もす ると) 



I I 悪 I 






ヒットラー •ユー ゲント 

Hitlei-Jugcnd 

x x x x 

目 的 

その 万を 誇る ヒツ トラー ゲン 
トの g ^ i 、 こナ 澤 の wp 年 趣！！ の 
ヒッ トラ， たり® る 資格を 侍つ とい ふ大埋 想 
と とを 持たす 寧に ある 〇 
M ならびに 期 _»» i 右に 速べ た 民 0 W 3 
明の こ®^ る g さ®! « に W ての み^ 
全* に aih てゐる 0 tS ^ ii しばしば の 
尚^な を 通み •舌 
栗を 共に する 間に 自ら i «£ の 格 級 Ett の 
をー两 し、 他日 BSSffi の 中!; たらん とする 
_こ0 える 0 

その として 880 % る MX 化! こね ざは 
ひさ h たむ S の ^ i WWi その 奸 顧 つ 
に 至つ た。 
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々砍況 なろ 



た 。ド イブは 

齡 自足の at © こ 印つ 句 力し っ 〇 ある 0 



，ス 6«»3»こ€ 

tWKr —^^ 



■た WKr —ゲ年 平均！ こ这 ると* ； 
fcOOt OOO へ クタ-/ 1 、 ffij 



” ，ル、 000 へ， 
タール (一へ タタ-ル j J ^| Q ニ 五 也)^ 
«0«? を 見る こと る 〇 *<?) オ y 



m •あり、 ジ -タプ ，ート aaw も brp 
の 翔き? 浙福 である 0 



女子 勖勞 奉仕 國 



ア A パ イツ •デイ- ン ストの 

A と 汗の 資績 



.をな 3 しめる 〇 その^と して® 

の® BWc ? と iw * な 屢«の 板 系と 办诏 
去に 於 r みら h な*' o / r - ftflia をす る 
と t つ friara * 羽る 所 跡は 一 
» r なりとの ra を 示し 民 fflasRH と 云 
ふ ナチ ス世 こ WT ろと ころ 
貢に 多大 である 0 






猶 あり ナチ^ №1*) 



册 が 

iu ^ き 靡 JT ‘ 



あり、 子 uw 日の ドイグを 背 
'あると •想 »^ら08 と 出 



waw である」 とヒツ トラ一 «&•〇 



取 巧 UtoWiii てゐ る。 



一 ftHr 脚 ドィ 谓^»» 

7 涝广兒 主 飄 嫩 、て 出 ff 勒 こ 人 I 
千 人に B して® R « け 七 •九 人と 云 ふ 爆 ふ^き 
して ゐた办 、ヒ ，トラ 
IH * る 《5» JW 5 をと つた 〇 



; こナ i ^ P ^ SWmrMt 、 次 〇» き 嫌と娜 こ 



一、 娜、^»- タ以 下の 目、 KA 目 こ へ EA 目 0± は 一- 



十 マ •タ 免_廣«^««3ょ り 下 Wtf ら h » 十六 ニ: ■ HIM 至る まで 毎 » こ t ^»5 h 



る c この SWfi ^ JWHL /： 兒 麗の徽 li - 九 H /师 月!: 搬 < とも--: 目 万人の 多徽に 上つ てゐ 



’ として一 ク办 I らナ I •その 助 



を 見る に 至つ た 0 



， ある 兒 明 こ fltTtlSWH を る畢 fi として一人 R り 甲 I ^ S マ 一 M 我 へら h 



種族の 

811 #^ ル" « ング ラ-の 西 

たやうな W 0 を 边 る 歐期 を 



y る hw ^ 根 mins すため 
には ゲル マ ン民 こは ない 〇 かくし 

cfm ^ mm 9 nn % » rrsm ^ mi>w 

ばれる 〇 M ^) sm こ 挪 
する に a る 0 



一、® rwjb&^bw 嫌 相 こは 必»*：-^， 一， の 1 aw ^ wi 』 わ撕 けられる 〇 



热:屢 « の蟠 女子、 翻^ ■、嫌^ こ丨 i »50 動赛 へられろ。 



一、 出 ©*^ »w 右 の cwai ® は一人の 出 指 取: 二目 五十 マ一外® 的负 ろ （從 つて 西 



、明 5 w を 私 だ冢 s 
に 依り • 



私 マ-, 翻！ する 
力 三 / V ¥〇- 月一日 i でに I 3 BKB ; 



RiA 十: 



なくなる） 

万 組を 見る に 至り、 一九 



物 八 娜 :〇 



てゐろ 0 




勞働者 住宅 






こ 3 s ねられて あるかの 如き 顯 を g して ゐ た。 
然るに サチ ス nnr »_ 功 e ^ ii の n 
の H » となり； WK 4 WL K 生の!^ を B 
じさせる «» をと つて ゐる 〇 

痛を 者には!^ な 「翼 分 H 
» J に 生 »»4«1± させて ゐる 〇 



A 3 D ^-,(- 



•タ ibbkm 七 ◦«) と 云 



上つ X ゐる 0 



黼を可 STi らしめ る 〇 美し 5 大自然の 中に 往て ら 
れた合 

wsr ?^® と B るる: fc ») 光り！ ナチ スの福 WW 
ある 〇 

冬期 ftff 寥 業 

ナチ ス WKD ®3» こ^#^ «*^昆 たれ 



こ 落® した WTU 々を tt * する » こ 



S » こ 行 ilh る细 ある 〇 — 






卜鄉ケ 啡劃 



c ジ聊 i 娜 j 軍ぁ齡 文 化® W 、 
を 霹く販 頭!^ こ 8® する 學にな づてゐ る。 

こ 叫 邸 句 S»i 

一、 SMPlfc に® |00» を 侍た な I , 

ニ* 力-的 塌 T 8 KJ を 和な;'®? T ある 
三* 醜 朗 im なる) &锄 こ*® を® it •物 明 
8 を t 丨て既 し S る QWBW ^ rmt、 MB 
の BBB を 防止し li る ことで ある 
この _8^ 歌 期 制 於翅 aa^Sfflt 
て甲畔 こは 大爾の WHSO ■•人を ft ® こ ■送し 辟る 
ことで 在) る 〇 



す ことで ある 〇 

B にこの 邐 »»©«»«: f ? o て自 大 
とげ、 又 »/■ の; nta 〇^〇«« M も 六 
き was を 果して ゐ る。 

拥を俩 # t た そ h てゐる 0 

こな BKDIW 今 B も 調 ■さ h 6 ことに なって 
ゐる 〇 現® を 利^ LTffi スピードを 
以 T * JWn ! ある 0 

この _却_1»9® 完成 88 こ K イクに おける jgu 
功ら < Mm w あるで あらう 0 



全 ド イプを 晒 じ c ゐた 0 

この B 3 ヒ ッ トラ一 丨$^9 ケ^ ^立ててこね 

ら 失!！^ •を 興へ た 0 



w 利 〇 金の wm と 相^て 家®^^ 
その他 生电 UZWD ため < こ 全 ドイツ 民族を 勤 Q し丨 
濡界の |0|と 敗 私 こ 永年の 失 x 者に^る 糊 $ 
へ 失^者に _く 明 こよって 生ク j * b を 取) •取® 
5 せた 0 

これ こそ ドイツ 聊冷 項 念 ^ あっ 匕 
城 於) «けこ 新ら し I 迫 描 
立し ゲが サイ ュ_;麻 的 効 こ 鲴 
ブ肩两 II 紙 取り ゲ • む ダ 0 ffigfB 8 l の 下に そ 
の B 的を fflttt た。 



ドイツの 經濟指 雄 政策 

一九 三 三年 ナチ スの となり 日 i で こ 七年^… を W ろに 至つ た® 
の 雄 R^itj そ® {渺. 形 こ 来 Wt ? ろ ドイツ IWSSB ヘルプ* V ヒ 氏の 



S * こ 依れ ドイツで 本 « 於 そ 7_> 明 g 的活 明^； 
t 且^® を?! fW » W ■しひろ B 耐 iffiWgeT あると して 龄供 »t © こ 代ろ 明 A の*！! 

を S 5®? に しむろ 全 置 主* る所瀾 (•指 s*bij を a てす る r 細 1& 
狀 先ん 0 ろ J の 取 i : を 撕 とした 策 抑 徒の iB W B i の 研 紐 ISWIL た 0 
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r« 勒: g»Krii ろので はなく、 德 b 本 嫌ろ の f ご j 之 |ょ 再 g ド ィッの 初 nfr.jfAji 的 研！©® 
紫で^ の濉 »、 激棚3©播»^ あろと 云 ふ 功ら し t 收界腰©71 こ 全 
ド イプ 民跆勒 U?h 大寧期 こ 辟した 0 



ドイツ 5?««橡 

暖雜 をして 维 於*! WLWKWPB の 於 作らし め 
_ S の こ 於て 5^ を。 さしめ ろ 目 
の-; た， •くな 沖®^ と •败敝 I 
供 行 棚、 英 次、 ユダヤび 431 {こそ 聊ド イツ® «5 I^«KJ 開と 5 hg 



とい • wem . ドイッ ^ ww 
S ^ rlKSL た齡 JHfi 本の 
れ 触: SSHPh こ* WL た 0 
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沼地の 閣發 

own には、 8 々十 里 四 方》冰 たる 六 ® flwn 



人 ロ •，人の qa を ffiit した Karv もみ 〇 た 
UOTtOKU 從免り 们賊 も 全然 黑® t てこ 
の を はかり 凡ゆる 核 9^^ を 
K «] U て « u 深さ 數十よ? に 及ぶ この 振 土を ■じ 
THi なる 沃土と なし、 眠の 贫 科を 保 遇する 
W こ 成功 t た a 

收穫祭 

牧 爾 を し 全 と m とに 



タト A •ダレ-を 先!® こ 々滿 々で 大^] 
に® この 日ヒプ トラ-も に 行 
つて 梅 こ HW ® i ? りを 撕 る 0 



-« の 突と e 



hi 湖 <激 を ^ •も幡 こ 不可 
料ビ ある 〇 城^ _ り とる までの 羼 

无败靖 々たる 娜 こそ • tW^CRKR 
の娜獅 でぁる。 ナチ スドィ ，び 

550 C 期 的 2 ? hWW さ h 、 挪 
のどん 思 こ 運して ゐる 晒の 鼸 tti 供# し， 生 
_ j ： 漏 正なる M こ 依つ て 货 ひ 取られ 土地 及 
び として ^ く 完^ 生 通 



は 棚 K ) fJ « と 
て 保 還？1揪 



r よる 



を 見た 〇 _く眠 こそ 切#®： 主*^ 脚と して 
mfiL 、 その! am «? h * C ゐる OTTo 










で 男 _| g などの 一生^ こ 見ろ ことの な 力' 〇 た fll 
れで あつた 〇 だが ナチ ス治 下の ド イクで {塌< 和 饥 て 



てゐる 〇 プラン ス_ 、ポ- ，ンド ，< A 勿:/ 方 ffl 



の am させ 現 Hu ** こ i 

を あたへ ると とき I こ »!S 



に斯ら h てゐ 5 〇 ^IWftc 



MBfffi こよつ ■ 

させる た; 



丨こ よ つて €«- 



口- 观》 000 トン 



ン) など 巨 BVftRSLM なしで K • 



てノ ルウ： t - の ブイ a ルド OMf ) な 



どを^» させて ゐる 〇 



ammm 

、ると 拟こ嫌 和 



K . D . F の 



男 _« tc 十分な 丨 *： s を 興へ 



K . D . F の 休 思と 旅行 



し 1 位の Pit を 肝り、 スポーツ を® け* 又 凡ゆる 



麵に Jth しめる 寧に 依つ て 生の 180 •を！! へる と購こ 
明日への 十分な しめて ゐ る。 



邋£©*»け 少數 つ^が K . 丨 ). P 



はこの し 明 一 5086 冢の 手に 依つ て 腰 作 3れた 



嫌、 群、 颼、 凡ゆる 脑を IP 1 又け 腿/ 



る 入 を CKIWKL た。 



土、 日の 二日 BM 全く こ fi 辱の 人々 16»ク 肩 3( 塌さ 
ti てゐる 〇 壓に各ェ18« (こ rr も 調、 _ s^»se 



ら 6 行 ひ 余® して ゐろ 0 かう した 挪よ勞 
の MKfJa めろ ことにな り、！!^ て 生 系 Scofflfc と 



の 明 30 となつ て 助 1 た。 




ドイツ 親の 



- 九^^ C ^ OW ) ナチ ス ケ年® こ ド イプの &^%を通 じて この W こ 示され 
てゐる やう UfWSi 腰を 發 f た (ここに «ぐ る もの 《 i オ •スト y _ 及 チ*，：* の 合併 CiM の «» ので ある: 
■ S 5* ン マ- タ 、ノルウェー、 才ヲン ダ •ペル ¥-、 4_ 、占® WoBSTiflS (を » g して ゐる 今日 



K イツ 



WiS 人の を!^ る も 
全酱 mt /レ 丸と なり 鼸 Wi _ 



のが あるで#) ら 5、 各 生®® て 
に 生^ rffil させる 寧 るか 



を 我 ね! 仿らぬ 〇 
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AfiiS (1 邇 防! 》 こ fi ■す、 娜 4 B じ 睡紹溢 肌 
_ (2) 成 G 軍人と しての SW を 受けた aeTiPWBBg 
办声ヲ ，•ノ その他、 穿; 外 SBffiKJ •交荸 gn * ら ゆろ 银 
邁 w を ここに «- す (&wratt より 徒 rag を sa^ro 



\mrnm) 〇)^ 

し' JiflUfi ， 

の WW を 



(1)雨人として1»»， 



こ ft 加 （ 2 ) 描 ax と 



こ賺、 H ±、《±、 钟 よわ 栗- « 
( rFaaK と并に » 下 l て* を 行 



ふ） （3) a » W として （イ マイクロ ホン 
(三 里の 運 方 i •咖 きと h る) を 通じ SStf し •こ » し 咖 
の を說 5«60 を 消失せ しめる 等 （rOifPiDBRC 
■Ki Der Adler の ffl 3 ® 々二十べ一ニ ツヒの 雄2 として 
断 （ハ >5 fWrmSignaim 明 S 3、 英^) 热 

ass ^00 Lai ^ 

C 級の 力 法 SO * その 96 * (1 洧講の IE ® こより R 々 



く 海外の 同© こも ト ら れ«««»の^嫩 W る。 



m 

85 ^X 



s メ 



※吾 Ali 明 R / K 趣 ご 肢^ 

_ し 又！ 寧 件を スクリーンに 再現し て_?) ともす 
h ば 綱 な* パ こ >«£ する 0 WI こ rcsa 
に “か る游 のす みや ¢1 こ 脚 されん ことを 5^1 ■ろ。 



の 中で 有 謂_0 の 利用 ぞ可 艦なる とき） （3 )_!iH 



撕 、抑® G 洲 々“刊*£ (4)« n ? ニ ュ -^ IIU 



VVochenschau と 两し路 避 f ®、 その る の U 



し ける! ISB として 永® こ 保存、 iBK ^ る 



wmm 



※以 Jbi すべ T ペルリ:/ に 業め 傾 I さナ璐5 ベ 5 feOiia 



S 51 t 、 mg の 7^を 跡 こ觸 し、 かくして 祖篇と K 



嫌と' の?®? を 可 tt ならしむ 〇 尚 一 






▲ — 

難^ 了 酬^っ？？ a » •:剛 i ■る挪 ： ニ 目 E +75、 敵 >15 

M 咖 職 神 i ^)$ A の it : 峨 い、 娜 卿^^ 

T の 級 w こ大 なる？ •の あるを 和し める、 癖 a すでに 一 •ヶ哪 こ m 

} 料 驗 なる ■? 想] L て 趣 | 狐て ジ •” 卜ト撕 ； 

, ^ »*•： 全力を そそぎ 同 ®»〇 e ス ピ-ト •の^2»よ霄》ご^：货^ こと 

J^jk 六なる もの^！ 4> る* 今次 大 祖 の S ® BT る や R » mi ざる 孤: 節 こ 五 

BE +: 綱; ^ aft^tasH づパ歡 狐® =^ ii 關 
翻 Rt こ 職 L たる 膽獻®^： ある、 又ジ "■” トト EBB 
K 及 ひ •その こ 往事せ る _ P « lflaRJ ： 三百を tf 

えて ゐ た、 t プ トラ HBRJdR ^ Bi ^ と# も »^於て爾 年の iffi 
動 漏と して MfrT ベ 的 t た J &« pwuiqs ^60 
鉍 U 9 LA として KL た 〇 

8^> TfflS »« R の® 2 を 异/:办«1 こその KUBJ ： 下# i ®8# を « てあて 
ら を 来 5 ざり しは 2 R »$ ける WP 年の M * よろしき を® た 8 SR である 〇 •• •… 

中 19^1 ぁるも^ (域2 r ^ HBur ^ S ^ 地 JJ ^ Sffig & jrtXS 脑！ 
BJ 「 ffz ^ OM »» BSLX » K 、瓶 る 功鼸歌 教 KU : であった 
_■£»» こ 於て 女子 も 用^ あてる ことに 決し g ちに & 方面に るに そ 
明 映 《 p ® gBW の^ ob こ 及んだ、 败 は-: 千 at の 女丹 两 wtwso ^ 
分！?？ h て あり、 IBSIU の 篇政想 肋に 乃 JWi きを 明 t た。 

WS «^ Mn ®： 他 WRcfc 蝴し明 取 網勳 ^ g « ならしめ た 011 城 こ W すべき ものが ある 
てゐた 三十 7571@3 十 7501 !® W 1* を; £ ■となし nwraso^tiaj を W 
5 h て ゐる后 BWWI ®«5 tt こ* じて 自 »»、 飛行*^: よっ て«^後^和 つて 18 逸される EK 

( IH ^^ HIS ) は 「MS 祝 CKj r 曲 物^ rm ^ j 「战 
H & の 交通 rBKlff j WJB 、 タン > 等の! Wft & J 導 あらゆる 方面の てゐ る。 
かくの « D 3 Stti アル バイ ブ •デイ一 •ノス ト本 来の S »4« IL たる ものと 云へ よう 〇 3 WNiflW >： 彩 
ら 倉け:# 5*^5 た 跃 に®® して 065»5« こ!?^ 乙と 取^ 8 SR ©«〇« B を P を CA て W 9 する、 又 
こ »^ r る iWWi ® t - W ) f こ 人的 不 ElrfKf る i W し ボー， ン ド!!! や英 •卿の MBS 
U て その 不足 ■«« ひ SI な 指揮して 勞預に SfcHt しめ g 料-®! iU 之に よつ て臑 
保 さ tt た 0 
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驀進 ドイツの 車輪に 聽く 

6 mmamn 

今^ 取勒 iii た。 「釦) &黽界 《©* を 33 BL 
た wuarcHBe ^ K の 響と 化し、 こナ uc 代つ て » u «» e を 浴びて *® n 
出ようと する の a m を 本位と する 明 1ル ク* n •ある。 

ま た ® 15011 を flw し - c«m3R»4«irL これを 各 
rBWBJKAJ #J よび rftj と 結 ^ る _ こらし を ® TL た 〇 

7 flwtfflr の 一 》 

うに 知 鼸5；丨11〇勺教寶 によ ft « nn & な イン テ yj を® » •る教 rat 
を RW こし «( u か 々たる! 1 , 4 «的人仂 を 成し、 かつ 
謂 麵 》 分 國 民の 话 HC 0 U ； 請 こ 比し嶋 
した 。生 疆挪 切货 抑る び 霣に ti の 教^ 
する ことを 丨 5外 «t て UJXWa ® v V . 

8 技 期篆の 重用 

あら ゅシ «»^ブ〇械5^ たと へ繼 6 なりと tin 有 »： じ CWRO 
柺本 格!^ • uflMW る 2^6 ■よ 办 の 人 fe^nn 

して ゐる c 

9R^^ms6Rm 

ゲシュタポ _ •し t _ と w ノ ad *»〇 CTiOT こ 粒^を^ る こと 团 
霣 《 りと »»ら るる 犯 ある 一® 〇 人 ♦«» 中 じ CKJI し、 劫 菁を籣 さん 
とする 「明 iraii ® 比 所」 は ドイ ••研究す る 上に おいて 期 Hi » 
な t 部れ •ある 。^ Hi • 1» • しと iKflVtf にす 6 こが 明* WEMW^iJ 
なる m の m なる ^ {こ 固して 益すべからざる 人* を itt と 2» し 腰 中 
抑留して g »^« a を 飯つ と共に «離フ 消 sw として ドイツ _» の 
•る 上に 大 き r 細を S して 来たので ぁる 0 

1〇 礓 良なる 靑 人士を 重用して ゐる 

■» を 通じて IBSraK ^ 立つ^ え 徒らに* HK 5 せざる 
g き 人 ttnr ある こと agroontWEawe ^ ML て fiiH ® 大麻！^ 金^た 一大 
JES となつ てゐる こと lifwa ^ x い C され ど * h た M と才 K を 有する HW ] 
WM ) る QKfUtt らに 松つ® 拘 8 BLTB ® させな I 、 こ 川 i 「公 正 
» ij » igaij に 反する からで あ る。 




B と こ E えてる る人» として さ •と 3 言 力を 承 W る IB 
色 Ua ^ reTO )7災 i > l らその輦 R 7»<； > めると t ^(^ jr ^ o 。 この主»立5®、 
鲕、 mu 、 人 聪 用と雜 、 m 
とを rsi ■る となる 担於 射で ある _ かく 如き •ら來 る 

驛 »1«を ひそめた 。消^ こは 「イ^] trfcfth る 0 世 下を 防ぎ ww ^： は 
我々 として 自己 こ FiEW る « ki # irfe シ增 81 する fe * と w つた 0 

4 ブ トン トラスト c 5 Rr 

J»i る學 者と » こ M ^- HSS ?6 : W »« rHIUTg &? h 53« した ^ くの W 
^3^、て»^その所產^«?«?>&5»^鉍、〇^*«用^しめ》 的|、 
明 ( KfcJ ： ひ •/!! 播應 の* Rtt を一描した 0 
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驀進 ドイツの 車輪に 聽く 

« nr li 1 nr i— 1 /tvm -•■ 
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、 定 價 2 fl 錢 

* •阪 《 日 新聞社. 東京 日 h 新 間は 




